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資　料

重度 ・ 重複障害教育担当教師の 描く指導の 展望の

　　　　　　背景 と日 々 の職務へ の 影響
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　本研究で は 、 障害児教育経験年数の 異なる重度 ・重複障害教育担当教師に対す る面

接調査 を通 して 、 個 々 の 教師の 描 く指導の 展望、抱 える指導上 の 困難や 不安、困難や

不安が 日 々 の 職務に 及ぼ す影響の 実態を具体的に把握する こ とを目的 と した 。 新任期

及 び 「安定」期 にある教師は 、 自らが 設定 した指導 目標の 不確実性か ら日 々 の 授業や

そ の 他の 職務に不安 を抱 き、中堅期及 び熟練期の 教師は、指導目標に
一定の 自信 を持

ちつ つ も限 られ た就学期間にお ける指導内容の 精選 に悩み 、組織 と して の 改善策を探

る実態が明 らか とな っ た 。 カ リキ ュ ラ ム マ ネジメ ン トの 観点に照 ら した今後の 学校組

織 と して の 課題 には 、組織構造 に関す る課題 （自立活動専任教師の 配置、担任期間の

複数年化等）の ほ か 、 教師 の 成長の 支援方策 とな り、各教師が 同僚性 を基調 に協働す

る学校文化を培う校 内研修の 充実、さ らに は卒業 まで に 指導すべ き教育内容の 整理 が

挙げられ た 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：重度 ・重複障害教育担当教師、指導の 展望 、 教 師の 抱 える指導上 の 困

　　　　　　　難や不安、カ リ キ ュ ラ ム マ ネジ メ ン ト

1．は じめに

　重度 ・重複障害の ある子 ど もに つ い て は、現

行の 教育課程 の 基準 に よれ ば、自立活動 を主 と

した指導が行われる 。 自立活動の 指導で は、 い

つ 、 何 を指導す るか決まっ てお らず 、 個 々 の子

どもの 障害 の 状態や発達段階等を踏まえて 指導

目標や 指導内容 が決 定され る。す なわち、重

度 ・重複障害の ある子 ど もの 指導に 当た り、 子

ど も中心 （child 　centered ）の 視点や 手続 きに依

拠 した教育課程の 弾力的な編成が行わ れ る こ と

とな る 。 こ の こ とは 、 特別支援教育の 本質を語

る上 で も っ とも象徴的で ある と言 うこ とがで き

る
一

方、現場サ イ ドで の 教 育課程編 成上 の 運

用、実施 におい て は 、 指導 目標や 内容の 系統性

＊ 福 岡 教 育 大 学 教 育 学 部

畔 筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合科学研 究科

や継続性をい か に担保するか とい う課題 を指摘

で きる （た とえば，安藤，2009を参照）。 平成

ll年 に告示 され た特別支援学校学習指導要領に

お い て 、 自立活動 の 指導及び重複障害者の 指導

に当た り、個別の 指導計画を作成する こ とが明

示 され た の は こ の ような背景 を有す るか らで あ

る 。 さら に 、 平成21年告示の 特別支援学校学習

指導要領で は 、 個別の 教育支援計画 につ い て 言

及 された こ とは周知の こ とであ る 。

　特別支援学校に は、小学部入学時点か ら個別

の 教育支援計画や個別の 指導計画 に基づ く長期

的な展望にた っ た系統的な指導が 求め られ て い

る 。 個別の指導計 画など の 作成 に よ り、 各学校

は内容選定の 段 階か ら個 々 の 実態 を基点 とする

自立活動の 授業を通 して 、 多様な子 ど もの 緩や

か でか つ 確実 な成長 を引 き出す指導の 成果 に関

す る 説 明責任 を負 う。 「児童 生徒 の 学習評価 の
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在 り方に つ い て （報告）」 は、「学習指導 に係 る

PDCA サ イク ル は、学校評価全体の 枠組み の 中

で適切 に位置付 けられ、実施 され る ことが必要

で ある」 と し、各学校で の 教育課程 づ くりを、

マ ネジ メ ン トサイク ル に則 っ て行 う 「カ リキ ュ

ラ ム マ ネジ メ ン ト」の 重要性 を示 した （中央教

育審議会 ， 2010）。公教育を担 う学校 と し て 説

明責任を全 うする ため に は 、 重度 ・重複障害の

あ る子 ど もの 指導 に携 わ る教 師の 実態を明 らか

に し、学校組織 と して の 改善策を検 討す る こ と

が重要 となる 。

　
一

木 ・安藤 （2010）は、教 師が 具体的に指導

の展望を描 くこ との で きる期間 とその 背景 を探

るこ とを通 して 、 今後の 教育課程の 検討 に必要

な基礎 資料 を得 る こ とを 目的 とし、特別支援学

校 （肢体不 自由）教師163名を対象に 「指導の

展望 に 関す る調査」 を実施 した 。そ の 結果、教

師の 描 く指導 の 展望は約 3 、4年で あ り、「日々

の 指導の 見通 しに対する 困難 さ」や 「自立 活動

の 指導に お ける個別 の 指導計画作成上の 不安」

が指導の 展望 に影響 を及ぼ して い る こ と、障害

児教育経験年数の 浅 い 教師ほ ど 「白立活動の 指

導に おける個別の 指導計画作 成上 の 不安」が有

意に高い こ と、指導する 教育課程 に よる結果に

は差異がない こ とが明 らか に な っ た 。

　池 田 （2008）は、特別支援学校 （肢体不 自由〉

教師の 専門的力量形成に関する研究の 中で 、教

職生 活に 積極的 な パ タ ー ン （Huberman ，
1989）

を示す新任期 （1〜 3年 目）及 び中堅期 （7〜

18年 目）の 教師 6 名 を対象に 質的 な調査 を実施

し、各 々 の 初任期 、 初任期以後 に抱 える困 難や

そ の 対処 法 を報告 して い る 。 先 の
一

木 ・安藤

（2010）に お い て、個 々 の 教師の 抱 え る指導上

の 困難や不安の 実態が 、障害児教育経験年数に

よ り異なる こ と も想定 される が、量 的調査 に よ

る結果か らは見えて こ ない 。 また 、調査 を通 し

て 把握で きる実態 は 、 事前に設定 した調査項 目

の 範囲に 限 られ て しまう。 量的調査 の 成果を踏

まえつ つ も、 こ れを もっ て は解消 し得ない 課題

に迫 る手続 き、 すなわ ち質的調査 を通 して 明 ら

か にする ことが必 要 となる 。

　特別支援学校の 教師 には、障害 の 有無を超 え

た教育の 共通性 と個 々 の 実態 に応 じる個別性の

二 つ の視点に基づ く指導が求め られ る。障害児

教育経験の 中身や年数の 異 なる大勢の 教師が
一

つ の 学舎で 教 育活動に従事する特別支援学校

が 、多様な実態の 子 ど もた ちに対 する 自立活動

を主 と した指導の 質を担保 する た め に は、個 々

の 教師が 自己の 力量形成 に取 り組 むこ とを前提

とした上で 、 学校組織 と して の 改善策を講じる

こ とが不可欠 となる、

　そ こ で 本研究で は 、 改善策を検 討す る上で 必

要 となる重度 ・重複 障害教育に携わる個々 の 教

師の 実態 を把握する ため に、一
木 ・安藤 （2010）

の 調査対象の 中か ら抽 出 した対象者に面接調査

を行 うこ と とす る 。

皿．目　 的

　本研究で は 、障害児教育経験年数が異なる重

度 ・重複障害教育担当教師に対する 面接調査 を

通 して、個々 の 教師の 描 く指導 の 展望、抱 える

指導上 の 困難や不安 、 困難や不安が 日 々 の 職務

に及ぼす影響 の 実態を具体的に把握す る こ とを

目的 とす る 。 また 、そ こ か ら導き出 される諸課

題 を、学校全休 の カ リキ ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン トの

観点か ら整理 し考察を行 う。

皿．方　法

　 1 ．対 　象

　Z県立 特別支援 学校 （肢体不 自由）の 重度 ・

重複障害教育担当教 師か ら、経験年数を指標 と

して 選定 した 6 名を対象 とした 。 詳細 はTable　1

に示す 。 現在の 所属は A 〜D 教師が X 校 、 E 、
　 F

教師が Y 校で ある （E教師は前任校 が ， F教師は

勤務 2 校 目が X 校で あ っ た）。 選定基準を以 下

に示す 。

　
・学外 の 研修に 自ら積極的に参加する、全校

　　研究 で 中心 的な役 割 を担 う等、Huberman

　　（1989） に よ る 「教 職 の ラ イ フ サ イ ク ル に

　　お ける 連続的な発達課題 に つ い て の モ デ

　　ル」 （Fig．1）で 教職生 活に積極 的なパ タ ー

　　 ン を示す教 師
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重度 ・重複障害教育担当教師 の 描 く指導 の 展望 の 背景 と 日々 の 職務へ の 影響

　 ・新任期 （1〜3年 目）、「安定」の 時期 （4〜

　　 6年 目）、 中堅 期 （7 〜 18年 目）、 熟練 期

　　 （19年〜）に ある教師各 1 〜 2 名

　上 記基準をZ県教育庁特別支援教育室長及び

Z 県立特別支援学校 （肢体不 自由） 2 校の 学校

長に伝え、選定 して い ただい た 。 なお、 6 名全

員が
一

木 ・安藤 （2010）の 対象者で ある 。

　 2．手続き

　筆者が対象者の 勤務校 に出向き、半構造化面

接 を行 っ た 。 調査項 目は 、 プ ロ フ ィール
、 「大

学時代 の 学び 」、
一木 ・安藤 （2010）の 事例 と

して具体的な実態を把握するた め の 「指導の 展

望の 期間」 と 「その 背景」、 さ らに個 々 の 教 師

が抱 える指導上の 困難や不安が 目々 の 職務 に及

ぼす影響の 実態を把握するため の 「指導の 展望

が 日 々 の 指 導や その 他の 職務 遂行 に及 ぼ す影

響」 と 「課題解決 へ の 取組」に 関する項 目か ら

構成 した 。 また、学校組織 と して の 改善策 を検

討す る上で の 視座 を得 るため に 、 中堅期以降の

教師には 「現在の展望 を描 くに至る プ ロ セ ス 」、

一
木 ・安藤 （2010）の 「結果 の 解釈 と今後の 改

善策」の 項目を設けた。

Table　1　対象教師 の プ ロ フ ィ
ール

Huberman （1989）における位置づ け 1〜3年 4〜6年 7〜18年 19年〜

対象者 A B C D E F

年齢

性別

所有す る教 員免許状

特別支援学校教員免許状 の 有無

（初任期時点）

所属学部

教職経験年数（うち講師年数）

特別支援教 育年数 （うち講師年数）

　

　

語

ゐ

女

醐

　

　

中

有

部

目

学

年

ω

中

2

目

ー

年
 

2

　 32

　 女

中高数学

　 無

高等部

7年目

　 （4）

7年目

　 （4）

　 32　 　 　 　 36　 　 　 　 38

　 男　　　　 女　　　　 女

中高体育　 中高音楽　　幼 ・小

　 無　　　　 無　　　　 有

高等部　　 高等部　　 小学部

ll年 目　　 12年 目　　 17年 目

　 （5）　　　　　　　（3）　　　　　　　（0）

10年 目　　 9年目　　 17年目

　 （4）　　　　　　（0）　　　　　　（0）

　 　 47

　　 男

　　 小

　　 有

　 小学部

　 26年目

　　 （0）

　 26年目

　　 （0）
セン ター勤務有

教歴 （年） 課 　　題

1−3

4−6

7−18

19−30

31−40

　　　　　　　　職業へ の参加　「生 き残 り」 と 「発見」

　　　　　　　　　　　　　　　、レ

　　　　／
安 定

＼
実験／ 「積極的実践」　　　 一一一一一一〉 再吟味 ・再評価／ 「自己 の こ れ まで へ の 疑い 」

平穏／巌的距。く 　 　。轟義

　　　　＼ 退 ，、　
4 −

一
／

　　　　　　　　　　 「安か ら」あ る い は 「沈痛」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Huberman ，1989．秋田 （訳）よ り作成

Fig．1　教師の ラ イ フ サ イ ク ル におけ る連続的な発達課題につ い て の モ デ ル
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　所要時間は、対象者
一人あた り40分〜 1 時間

程度で あ っ た 。 面接 における 回答は、調査対象

者 に 許可 を得 た上 で 、IC レ コ
ー

ダ
ー

に 記録 し

た 。 得 られた 音声デ
ー

タは 文字化 した 。 なお 、

対象者に は 、個 人情報 の 保護 とイ ン タ ビ ュ
ー中

断の 自由に つ い て予め説明を行っ た。

　 3．調査期間

　調査の 時期は 、 2010年 7 月下旬 で あ っ た 。

】v ．結　果

　 1．各教師の展望の 背景 と職務 に 及ぼ す影響

　各教 師 の 回答に つ い て 、以 下 、 新任期、「安

定」の 時期、中堅期 、 熟練期 に分 けて示す 。

　（1）新任期 （A 教師 ，
B 教師）

　　 1 ）特別支援学校 （肢体不 自由）教師に な

る まで の 経緯 ：大学時代 、 文学部 に所属 したA

教師 （教職経験 2 年 目）は、教育実習や 体験 実

習で 、特別支援学校や特別支援学級 の 教 師が子

どもとか か わ る姿に 直接触れ る機会 を通 して特

別支援学校教師 に憧 れる。 卒業後、特別支援教

育特別 専攻科で 学び特別支援学校教員免許状 を

取得す る。

　教職経験 3年 目となる B教師は 、 大学時代 に

教育学部で 数学 を専攻 し、卒業後 4 年間、特 別

支援学校 （肢体不 自由） で の 講 師経験 を有す

る 。

　　 2）指導の 展望 とその 背景に つ い て ：指導

の 展望 に つ い て は、両教師 ともに 「担 当する 1

年間に つ い て も具体 的な見通 しを持 つ こ とは 難

しく自信 が持 て な い 」 と述 べ 、「思 っ た 以上 に

子 ど もが伸 びた り、で きて い た こ とが で きな く

なっ て い た り、次の 目標に うつ っ て よ い か の 判

断 も迷 う」 （A 教師） と語 っ た 。

　その 背景に つ い て 、A 教師 は、「自立活動 を

中心 に学ぶ子 ども の 卒業後の 生活 を想定 した と

きに 、 その 生活にお けるその 子どもに と っ て の

自立 とは何か、 1年間ず っ と考えたが答 えが出

なか っ た」 こ とか ら、「将来の 生 活 に照 ら して

必要 な力 を考える こ との 難し さ」 をあげた 。

　B 教 師 は、「実態把握や 生 徒 と の 信頼 関係 を

築 くの に時間が か か る」 こ と 、 「発達の 視点 や

一
つ
一

つ の 目標の 達成に子 ど もが要す る時間の

目安に つ い て 自分 自身に見る 目が まだ育っ て い

ない 」 こ とをあげ、「3 年後の 目標や 1 年間の

目標 を設定し、学期 ご とに指導 、 評価 をして い

くこ と に なる が 、 時間の 経過 と共に 、 本当に こ

の 目標 で よ い の か と思 うこ と もあ る」 と語 っ

た 。

　　 3） 日々 の指導に及 ぼす影響 ：両教師に共

通す る語 りに 、 「授 業中の 不安」 と 「子 どもへ

迷惑をかけて しまうとの 思 い 」 があ っ た。

　 「本人に とっ て の 自立 は何 か と考える と 、 依

然 と して答えが 出ずに 悶 々 と し て い る 」 と語 る

A 教 師は 、「授 業で は、これ で い い の か な、 と

の 不安があ る 。

一
番長い 時間かかわる 自分の指

導次第で 、 その 子 どもに多大な影響 を与えて し

まう。 迷惑をか けて し まう。 同 じ教室で ベ テ ラ

ン の 先生が担 当す る 子 ど もは リラ ッ ク ス して い

る の に 、自分は 自信が な くて お そ るお そ るや っ

て い る の で 子 ど もも構 えて しまい 、うま くい か

ず、周 りの 目が気 に な っ て しまっ た り」 と胸中

を述べ た 。

　B教師 も 「所定 の 時期に 目標 を立 て はす るが 、

実際はその ときそ の と き考えなが ら授業を進め

て い る状況 。 授業 中に考 えた り悩ん だ り、迷 っ

た りする こ と もあ り、子 どもに迷惑をかけて い

る と思 うこ とがある」 と語 っ た 。

　　 4 ）教 師 と して の 職務遂行上 へ の 影響 ：

「個別の 指導計画は 、 目標 を設定す る こ と 自体

が大変 な作 業」 と述べ たB 教師は、保 護者や 外

部専 門家 との対応 に つ い て も、「目標 やそ の 根

拠 を しっ か りと自信 を持 っ て 説明する こ とがで

きて い ない
。 理路整然 と説明が で きれ ば保護者

の 方に安心 して い た だ ける と思 い 、自立活動専

任の 先生 に尋 ね保護者へ の 説明 に生 か して い る

が 、自分の 言葉で 説明す る の はまだ難 しい 」と

語 っ た 。

　A 教師は 、 3）と同様との こ とだ っ た 。

　　 5 ）課題解決へ の 取組 ： 「個人 として」の

取組 に つ い て は、「若手 と して 見 て もらえる う

ちに 自立 活動専任の 先生 や周 りの 先生 に何で も

聞い て 吸収 した い 」 （A 教 師）、 「自立 活動 専任
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の 先生が 入 る授業の 中で、指導の 姿を見た り、

わか らな い 点を聞 い た りして 力を蓄える こ と」

（B教 師） と 、 両教 師 ともに 自立活動専 任教師

をは じめ先輩教師の 授業実践の 姿に学 び 、 助言

を得 る こ とをあげた 。

　 「学校組織 として」 の 取組 に つ い て は 、「わ

か らない 」 （A 教師 ， B教師） と語 っ た 。

　 （2）「安定」の 時期 （C教師）

　　 1 ）特別支援学校 （肢体不 自由）教 師にな

る まで の 経緯 ：大学時代 に教 育学部で 体育 を専

攻 した C教師は 、 中学校で 1 年、特別支援学校

（知的障害）で 4 年の 講師経験 を有する 。新任

として現在の 学校 に赴任 し、 6 年 目となる現在

は体育主任 を務め る 。

　　 2 ）指導の展望 とその背景に つ い て ：指導

の 展望に つ い て は 「高等部担当なの で、卒業後

1年までの 見通 しを描 く」 と述 べ
、 その 背景 に

つ い て 「卒業後の 進路先は大体把握で きる の で 。

だが、その 子 ど もの 成長となる とわか らない と

こ ろ がた くさんある 。 見 えて い ない の か もしれ

ない 」 と語 っ た 。

　 「見通 しを持 っ て 日々 の 授業 に臨みた い 」 と

の 思 い を抱 きつ つ 、実際は 「学習指導要領に記

され た具体的な 目標 ・内容に照 ら して 、 で きる

こ と とで きな い こ とが わか りや す く、見通 しを

持ちやす い 」教科 の 指導に対 し、自立活動の 指

導は 「中学 まで の 積 み重ね 、 保護者 の 思 い 、子

どもの 実態 を手が か りに学部 の 教師間で 話 し合

うが 、高等部は小 ・中学部の 頃の よ うな子 ど も

の 伸びは期待 しに くい ため、 目標設定自体が 難

しい 」と述べ た 。

　　 3） 日々 の 指導に及ぼす影響 ： 「授業に行

くときは 、 不安 、 迷 い がある」と新任期の 二 人

と同様の 語 りに加え 、 「担任 に な っ た 1 学期は

手探 り状態 。 や っ と 目標 設定 したか と思 うと、

もう評価 の 時期が来る 。 担任期間が 1 年だ と短

い 。 最低 2年 、 理想 と して は 3 年、同 じ子 ども

を担当で きる とい い 」 と担任期間に つ い て 経験

に基づ く言及があ っ た 。

　　 4 ）教 師と して の 職務遂行上 へ の 影響 ：個

別 の 教育支援計画 の 作成等、関係者との や りと

りに つ い て 、「自分が わか っ て な い こ とは 保護

者や専門家に尋ねなが ら方向性 を確認する」 と

語 る一方で 、 「本来 は 『わか らない 』 と言 うべ

きで は ない か も しれ ない が、尋 ねて理 解 した こ

とを勉強 して形 に して い こ うと思 っ て い る」と 、

現状で 取 り得 る 対応 を述べ た 。

　　 5 ）課題解決へ の 取組 ： 「個人 と して 」の

取組 に つ い て は 、 「設定 した 自立活動 の 指導 目

標に 自信を持 つ ため に は、子 どもの実態 を把握

して 目標 を導 き出すた め に必 要な知識を得る こ

と 。 最低限の こ とだ と思 うの で 、 意識的に 習得

した い 」と語 り、自身が補 う力量を把握す る
一

つ の 指標と して 、「身体の動 きや 発達、障害 に

つ い て 等、知識 も豊 富な 自立 活動専任の 姿」 を

あげた 。

　 「学校組織 と して」 の 取組 につ い て は 、 「仕

事の 精選」と 「特定 の 人へ の 仕事の 集中を避け

る こ と」をあげ、さ らに 「自立活動の 目標に つ

い て話 し合 う時期」 と 「担任の 期間」の 工 夫を

指摘 した 。 5 月に 目標 を設定 し、 6 月に は評価

す る現状 につ い て 、 「高等部は専科制 の 関係上 、

自立活動の 授業で その 子 ど もに かか わ る時 間も

少な く、実態把握の 機会 も多 くな い
。 話 し合 い

の 時間 も限 られて い る の で 担任が 出すた た き台

を確 認す る形 に な っ て し ま い が ち」で あ り 、

「目標設定 は必要 なの で 設定はす るが 、そ の 目

標が その子 どもか ら引 き出 した い 力を代表 して

い る か確信が 持て な い 」 と述 べ た。 こ の よ うな

現状 か らC 教師は 「で きた ら 3 年 くらい の ス パ

ン で担任 で きた らと思 う」 と語 っ た 。

　 （3）中堅期 （D教 師 ， E教師）

　　 1 ）特別支援学校 （肢体不 自由）教師 に な

る まで の 経緯 ：大学時代、音楽大学で声楽を専

攻 したD 教 師 （9年 目）は 、卒業後、中学校で

2年、高等学校 で 1 年の 講師経験 を有する 。 特

別支援 学校 （知 的障害） に 3 年間勤務 した後 、

現在の 学校に赴任 し、 研究主 任 を務め て い る 。

　E教 師 （17年 目）は 、大学時代 に 養護学校教

員養成課程で 知的障害の 子 どもの 指導 を中心 に

学 び 、 障害児 を対象 と した療育活動でや りが い

を覚 える 。 特別支援学校 （知的障害）、特別支
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援学校 （肢体不 自由）の勤務を経て、現在の学

校が 3 校 目に な る 。 前任校 と現在の 学校で は、

摂食指導の リーダー的役割 を果た して い る 。

　　 2 ）指導の 展望 とその 背景に つ い て ：D 教

師の 指導の 展望 は 「高等部所属 なの で 3 、 4 年」

とC 教 師 と同様 の 回 答で あ っ た 。 こ れ に 対 し、

小学部所属の E教師 は 「子 どもの 現在の 学年を

問わず、 見通せ る年数はその 子 ど もの 在学期間」

とその 期 間に差異が見 られ たが 、 子 どもの 在学

期 間が基本 となる点で 共通 して い た 。

　展望 の 背景 に つ い て は 、「職場実習で 卒業後

の 生活 の 場 を見 る機会や 、『卒業生 の ○○さ ん

に似て る か な』 と他の 先生 と の 協議で 交わ され

る会 話が見通 しの 材料 となる」 （D 教 師）、「こ

れ まで小学部に所属 し就学 した ばか りの 子 ど も

を担当する こ とが 多か っ た の で 、 担当 した子 ど

もの そ の 後 の 成長や側彎の 進行等を 目 に する こ

とが で きた 。 そ の 結果、身体の 緊張の 具合や認

知発 達の 面で は見通 すこ とが で きる 」 （E教師）

と、両教 師 と もに 「過去 に指導 した事例 の姿」

をあげた 。 また 、 「小学部所属 で 卒業後の 進路

先 を見学する機会が なか っ たこ ともあ り、見通

せ る 年数 は 在学 期 間」 とな る こ と （E 教 師）、

「卒 業後 1年 を過 ぎる とそ の 先 の 接 点は 限 られ

る 」 こ と （D 教師〉か ら、と もに 「よ り長期 の

見通 しを持つ 必要性」を感 じて お り、 その 手が

か りとして 「卒業後の よ り長期に渡る生活の 把

握」をあげた （D 教師，E 教師）。

　　 3） 日々 の 指導に及ぼす影響 ： 「卒業生の

姿も参考に しなが ら卒業後 の 姿 を描 き 、 その 姿

の 実現 へ 向けた 個別 の 指導計画や教育支援計画

を作成 して い る の で 、目標 自体へ の 迷 い は な い 」

（D 教 師）、「見 通 しが 持 てずに授業が しに くい

と感 じる こ とは な い 」 （E教 師） と 、 両教 師 と

もに設定 した 目標に つ い て の 不安 や迷 い は抱 い

て い なか っ た 。

　 そ の 上 で、D 教師は 「その 日の 天候等 に よっ

て も左右 され や す い 子 ど も の 身体面、健康面 、

精神的 な不安定さに 臨機応 変な対応が 必要 な事

態が 続 くと、指導期間が 限 られ、評価で きるだ

ろ うか と の 不安が よ ぎる 。 また 、 摂食指導等 、

自分 の 技術が不足す るため に不安に思 うこ とも

あ る」こ とを 、E教 師は、「各学部段階 で ね ら

うべ きこ とが 、 同 じ子 ど もで あ っ て も少 しず つ

変わ っ て くる と思 うの で 、 限 られた学校教育 の

時間の 中で 、指導内容の 取捨選択、見極め を慎

重 に しなくて はな らない 。 そ の 点 にお い て は迷

い があ るか もしれ な い 」こ とを語っ た 。

　 　 4）教師 と して の 職務遂行上 へ の 影響 ：D

教師は個別の 教 育支援計画に つ い て 「3 年後の

姿を想定する こ とは難 し くない が 、 家庭 の 状況

等もふ まえ計画 を具体化する こ とが 難 し い
。 卒

業生 と照 ら して 考えるが、保護者か ら疑問を呈

される と自信 を持て ない 。作成段 階で 外部専門

家との や りとりを経て い る生徒につ い て は 、 そ

れで もその 必要性 や 配慮の 仕方の 工 夫につ い て

自信を持 っ て お伝 えし、協議 に臨む こ とが で き

る 」 と、た た き台の 作成 を担任 に任 され る場合

の 不安 を語 っ た 。

　 E教 師は 、 現状維持 も子 どもに とっ て は努力

して い る姿で あ る の に対 し、我が子 の 変化す る

姿を期待す る保護者の 思 い を例 に 、 「描 く見通

しの 中で い か に適切な 目標を立 て て連携 して い

くか 。 保護者 の 思 い も受け止め なが ら何 を指導

して い くか が教師の 力量 。難 しい が、一
人で 背

負 わずに 自立活動専任の 先生や他の 先生 と相談

す る中で答えを見い 出 し、作 り上 げて い けばい

い 」と語っ た 。

　　 5 ）課題 解決へ の 取組 ： 「個人 とし て 」の

取組 に つ い て 、D 教 師は、「専門的な指導に関

す る力量 と見通す力 をつ け る こ と」「指導事例

の 蓄積」 をあげた 。

一
方、E教 師は、肢体不 自

由教育 の 専門性は 多岐に渡る こ とを前提 と して

述 べ た上 で 「摂食指導に つ い て は尋ね られ た ら

答 えられる力を高め て い きた い 」と述べ た 。

　 「学校組織と して」の 取 組に つ い て 、 現在、

研 究主任 を務め る D教 師は 、 「校務分掌に 追わ

れ 、 先の課題解決 に向けて 自分 自身で 取 り組 む

時間の 確保が 難しい 。 初任者に比 べ れ ば指導実

践 に関する蓄積が ある だろ うと周 りか らは思 わ

れる が 、 研究主任 を担 うに至る ス ピー
ドが指導

に必要な力の 蓄積を上回 っ て い る」 との 焦燥感
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を語 り、仕事内容の精選 と分担の 均等化をあげ

た 。 また 、 高等部 に お ける専科 制の 影響か ら、

担任す る自立活動 を主 と した教育課程の 下で 学

ぶ 子 どもの 指導に かかわる時間が限 られる現状

に対し、「教育課程 ご との 担 当者 を固 定す る か

否か の 検討が 必要」と述べ た 。

　E 教 師 は 、 「自立 活動 専任教 師を学校組織に

位 置づ ける」必要性 を指摘 し、 「外部専 門家 と

の 連携 も大事だが 、そ れぞ れ の先生に とっ て 身

近 な立場 で あ り、か つ 専門的知識 を有す る内部

専門家 と して 校 内に 組織 し、そ の 専門性を学校

全体で 有機的に 使 うこ と」 の 重要性を述 べ た。

　（4）熟練期 （F教師）

　　 1）特別支援学校 （肢体不 自由）教師に な

る まで の 経緯 ：大学時代 に知的障害の 心理 を専

攻 し、ダウ ン症の 子 どもの情緒 に関す る研究 に

取 り組 ん だ F教 師 は 、卒業後、特 別 支援学 校

（肢体不 自由）に 赴任する。そ の 後、特別支援

学校 （肢体不 自由）、 特別支援学校 （知的障害）、

教育セ ン タ
ー

へ の 勤務 を経て 、 新任期以 来二 度

目の 赴任とな る現在の 学校 で は小 学部主事を務

め る。

　　 2）指導の 展望 とその 背景に つ い て ： 「学

部全体 を把握す る立場 にある こ とか ら、担任の

頃 とは視点が変わ り、小学部低学 年、高学年の

3 年の 節目 、 学部の 節 目で 子 ど もの 姿 を描 く。

学校選択 も含めて 考える ように なっ た」と語 っ

た 。

　　 3 ）日 々 の 指導に 及ぼ す影響 ：障害の 特性

と育ちの 道筋 を考えて 指導に あたる重要性を述

べ た上 で 、「担任 の 頃は 、 そ の 時 々 で 楽 し くと

か 、や り遂げる とか 、 身 に つ ける と い っ た こ と

を考え て い た 。 もう少 し長期的 な見方 をもつ 必

要が あ っ た」 と自身 をふ り返 っ た。 また、「特

別支援教育はチ
ーム で 授業 に臨む機会 が多 い 。

見通 しの 違い か ら各教師が少 しず つ 違 っ た思 い

で 指導にあたる こ とがあ る ように思 う」と指導

に 与える影響 に つ い て の 懸念を語 っ た 。

　　 4 ）教 師 と し て の 職 務遂行上 へ の 影響 ：

「保護者か ら信頼 されて い る教師 を見る と 、 卒

業後を具体的に考える こ と 、 卒業後の 支援 へ の

取組が信頼 に つ なが っ て い る」 と現状 に つ い て

述 べ た 。

　 また、 4 月か ら 3 月の 1年単位で教育に あた

る学校 の シ ス テ ム に つ い て 触れ 、「保護者は子

ど もと
・
生 つ きあ っ て い く。医療関係者も 1 年

より長 い ス パ ン で捉 えて い る 。 学校 の 単年度区

切 りの 良さ もある と思 うが 、 どうかする と 1年

で リセ ッ トされ る こ と もある の で、そ れ を補 う

視点 をもつ こ とが 、 保護者や 外部専 門家 との や

りと りをする 上 で も大事で は な い か と思 う」と

述べ た 。

　　 5 ）課題解決 へ の 取組 ：F教師 は管理 職に

あ るた め 、「個人 として」の 取組 と 「学校組織

と して 」の 取組 を共通す る もの ととらえた 。 担

任が作成 した個別の 指導計画 を確認する立 場に

あ る こ とか ら 、 「個別の 指導計画の 書 き方 と助

言の 仕方、双方の ト レーニ ン グと、個別の 指導

計画の マ ネジ メ ン トの 仕組み を整 える こ と」の

必要性 につ い て 述 べ た 。

　 2．中堅期以降の教師が 語る現在の展望を描

　　くに至 るプロ セ ス と今後の改善策

　（1）現在 の 展望 を描 くに至 る プ ロ セ ス ： 中堅

期 （D 教師，E教 師）と熟練期 （F教 師）の 3 名

に 、現在の 展望 を描 くに至 るプ ロ セ ス を中心 に

自身の 教職歴 をふ り返 り、自由 に節 目を設 け 、

各時期 に つ い て 印象深 い 出来事や そ の 後の 転機

となる出来事を語 っ て もら っ た。以 ド、各教師

につ い て記す 。

　　 1 ）D 教 師 ：D 教 師は 、 教 職生 活を振 り返

り、 3 つ の 時期に分けて次の よ うに語 り、 整理

した 。

　　〈 第 1 期〉 よき先輩教師 との 出会 い （1〜3

年 目）：特別支援学校 （知的障害） に 赴任する 。

初め て の 特別支援教育の世界に飛び込んだ 1 年

目は 「様々 な知識 を頭に入れ る の に精
一杯 で疑

問に思 う暇 もなか っ た」 と語 る D 教師は、 2 年

目に子 ど もの 実態 に即 した 教育課程編成の あ り

方に つ い て 疑問 を抱 き、「共に真剣 に考 え、示

唆を与え て くだ さる先生方」 と出会 う。 こ の 出

会 い が 「自分に と っ て 大 きか っ た 」と振 り返る 。

「専門性 を身 に付 け る必要性を 学び、 自分 自身
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が変わ っ た 。 専門的に学 ぶ こ と で 、それ まで 何

を指導 した らよ い か わか らなか っ た状態か ら 、

個々 の子 ど もの 課題 、 学習すべ きこ とが 見える

ように な り楽 しくなっ て きた 。 もっ と勉 強 しな

くて は と思 い 、 ひ たす ら勉強 した」と語 っ た 。

　　〈 第 2期〉 自立活動 の 専 門性に対す る向上

心の 芽生え （4〜6年 目）：特別支援学校 （肢体

不 自由） に転勤 し高等部に所属する 。 初め て の

肢体不 自由の 子 どもの 指導に 「必死 に な じむ時

期だ っ た」 とい う。 実態把握の 段階か ら不安 を

抱える中で 、自立活動 の 専門性 に つ い て 考え始

める 。 6年 目に、担任 した子どもを卒業生 と し

て初めて送 り出 した こ とが 、 子 ど もの 成長や変

化と進路先で の 生 活 を具体的に 結 び つ けて捉 え

る機会とな り、 「その 後の 指導の 見通 し を描 く

際の 大 きな手が か りとなっ た 」と語 っ た 。

　　 〈第 3 期 〉研究主任 へ の 就任 と自立活動専

任 と の 出会 い （7年 目〜
現在）：熱心 な 自立活

動専任教師 と出会 い 、自立 活動の 専門性 に つ い

て掘 り下げて考 え 、 授業実践 に照 らして理解 を

深め る時期 とな る。 こ の 出会 い と研究主 任就任

の 時期が 重な り、「自立 活動の 指導や小 学部か

ら高等部に至 る指導の
一

貫性 、 外部専門家 の 活

用等 、 学校 の 抱 える諸課題 に学校組織として ど

の よ うに取 り組ん で い くと よい の か 、 全校研究

の 立場か ら考えるよ うに なっ た」 と語 っ た 。

　　 2 ）E教 師 ：E教 師は 、 教職生 活 を振 り返

り、 3 つ の 時期 に分けて 次の よ うに 語 り、整理

した 。

　　〈 第 1期〉 日々 の 指導 に対す る疑問 （初任
〜 7 年目）：特別支援学校 （知 的障害） に 赴任

した 1年 目は 「何 が何 だかわか らず、周囲に 言

われ るままに取 り組む 日々 だ っ た」と い う。 2

年 目、日々 の 繰 り返 しの 指導の 中で、系統的 な

指導を行 う時間が な い こ とに徐々 に 疑問を抱 く

よ うに なる 。 「子 ど もと過 ごす時 間は充実 して

い た が、 い ろ い ろ 吸収 で きる 若 い うちに肢体不

自由校へ 行 きた い 」 と の 思 い か ら、転勤 を希望

する 。

　　〈 第 2期 〉摂食指導担当へ の 就任 と 自立 活

動の 専門性 に対 す る 向上 心 の 高 ま り　（8〜16

年）：特別支援学校 （肢体不 自由） に赴任す る 。

「初 めて の 肢体不自由教育は 何が何 だか わか ら

ず、 衝撃の 1 年目だ っ た」 と語 っ た 。 その 後 3

年間の 育児休暇 を経 て 、 復帰 と同時 に 自立活動

部に所属する こ とに なる。 自立活動の 専門性に

自信が な く戸 惑うが 、「わか らな い こ とは聞 い

て 勉強 させ て も らお う」と決意 し、「これ が 摂

食指導に つ い て 学 ぶ ス ター ト」 となる 。 「自身

の 出産 、 r一育 て と時期が重な り、 取 り組みや す

く理解 しやすか っ た」と振 り返 っ たが 、学校を

訪問し回診する 歯科医師 を子 ど もの い る教室 に

案内す る担 当だ っ た当初 は、「話 されて い る 内

容 を理解で きずに、自立活動専任教師も同行 し

て い た」 とい う。 「そ の 存在が と て も心 強 く、

自身の 理 解を深め る上 で 貴重 な経験 に なっ た」

と語 っ た 。 4 年間の 担 当の 後 、 研 究部 として全

校研究の テ ー
マ で あ っ た外部専 門家 の 活用 に つ

い て ま とめ る役割 を担 う。 E教師に とっ て 「こ

れまで の 集大成の機会」となる 。

　　〈 第 3 期〉新た な関係構築 へ の 挑戦 （17年
〜現在）：今年度 、 特別支援学校 （肢体不 自由）

2 校 目 に 赴任す る 。 1 学期が 経過 した 現在 は、

「新た な学校で 人間関係 づ くりに 取 り組ん で い

る段階」 と語 っ た。

　　 3 ）F教師 ：F教 師 は 、 教職生 活 を振 り返

り、 3 つ の 時期に分 けて 次の ように語 り、 整理

した 。

　　〈 第 1 期〉 同 じテ ーマ で 学ぶ 仲間 、 医療関

係 者 との 出 会い （1 〜12年 目）：特 別支援学校

（肢体不 自由） 2 校 に勤務す る 。 初 め て の赴任

校が現在勤務す る特別支援学校 （肢体不 自由）

で ある F教師は、「当時は 同僚の 先生や動作法 の

療育キ ャ ン プか ら学ぶ こ とが大 きか っ た 。 特に、

学校組織を離れて
一

つ の 研究テ
ー

マ や指導法で

集 まる先輩、同僚か らの 学 びが大 きか っ た」 と

語 っ た 。

　 また 「医療 関係者 との 出会 い も大 きか っ た」

とい う。 「訓練の 実際 を見学 し勉 強 した。最初

は医療 コ ン プ レ ッ ク ス が あ り、本を買 っ て は読

み 、 丸呑 み鵜呑み の 状態だ っ た 。 教育 的な フ ィ

ル タ
ーをか けずに聞い て きた こ とをその まま授
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重 度
・重 複障害教育担当教師の 描 く指導の 農望の 背景 と 日々 の 職務へ の 影響

業 で 実践 した こ と もあ っ た」 と振 り返 っ た 。

　　〈 第 2期〉子 どもをとらえる新た な視点の

修得 （13〜22年目）：当時 、 生 活単元学習に 熱

心 に取 り組む特別支援学校 （知的障害） に赴任

する 。 「子 ど もの 生活全体 を見る こ と、子 ど も

の 意欲や 関心 を大事 にす る こ とに つ い て 考える

日々 だ っ た」 と振 り返 る 。 こ の 時期の 経験が 現

在の 「肢体不 自由の ある子 どもの 意欲や 関心 を

どの よ うに伸ば して い くの か、将 来的 に どの よ

うなこ とに関心 を持 っ て ほ しい の か等を考える

視 点」 「次の 学部や 進路先 へ の つ なぎを意識す

る視点」に生 きて い る と述べ た 。 F教師に と っ

て 「育ちの 過程を見る視点を蓄える こ とが で き

た」 時期 とな っ て い る 。

　　〈 第 3 期 〉小学部主事へ の就任 （23年 目〜

現在）；教育セ ン タ
ー勤務 を経て現在の 特別支

援学校 （肢体不 自由〉に赴任する。小学部主事

へ の 就任が 「担任の 頃 と異なる視点を持つ 契機」

となる 。 「1 年 、 1 年の 捉 え方か ら学部の 節 目、

卒業時を意識する ようにな っ た 自分 自身の 視点

の 変化や 、 担任の 頃の 実践の 反省 をふ まえなが

ら 、 子 ど もの 成長や 変化 の 見通 しを 、 学部 と し

て学校 として い かに共有す る とよ い の か、学部

主事 の立場か ら学校組織全体 を視野に考 えて い

る」 と語 っ た 。

　（2） 一
木 ・安藤 （2010） の 結果 の 解釈 と今後

の 改善策 ：展望の 期間が 「平均 3 、 4 年」で あ

っ たとい う結果 に つ い て 、 3人の 教 師は現状 を

反映 した もの として捉えつ つ 、十分で は な い と

の 認識か ら今後の 改善策を語 っ た 。

丁abee 　2　中堅期及び熟練期 の 教師 が 現在 の 展 望 を描 くに 至 る プ ロ セ ス

勤務校 と年数 印象深 い 出来事 ・その 後の 転機 とな る出来事

第 1 期 1〜3年 ：特別支援学校

（知的障害）
知的障害 の 子 ど もの 教育に つ い て 共 に真剣 に 考 える 先輩教師 と

出会 う。 専門性を身に付ける 必要性を学ぶ 。

D 教師　第 2期 4〜6年 ：特別支援学校
（肢体不 自由）

特別支援学校 （肢体不自由） へ の 転勤、
い て 考え始め る。

自立活動の専門性 に つ

第 3期 7年〜現在 ；特別支援学校

（肢体不 自由）

熱心 な自立 活動専任教師と出会い 、自立活動の 指導 に つ い て 掘

り下 げて 考え る 。

研究主任 へ の 就任 を機 に 、 学校が抱え る課題 や 全校研究 に 中心

的立場で取 り組む よ うに なる 。

第 1期 1〜7年 ：特別 支援学校

（知的障害）

知的障害の子 どもたち の 教育 に つ い て考える。 教育課程に つ い

て抱 く疑問に つ い て 、自分 の 授業 の 中で 改善に 取 り組む 。

E 教師　第 2期 8〜16年 ：特別支援学校
（肢体不 自由）

特別支援学校 （肢体不 自由）へ の 転勤 、 自立活動部所属を機に、
摂食指導 に つ い て専門性を高め る 自覚と意欲を抱 く。

歯科医師 の 話 を翻訳 し て くれ る 自立活動専任教 師 の 存在が心 強

く、 理解を深 め る手助けとなる 。

第 3期 17年〜
現在 ：特別支援学校

（肢体不自由）2校 目

新たな学校 で 人間関係 づ くりに取 り組ん で い る段 階。

第 1期 1〜12年 ：特別支援学校
（肢体不 自由＞2校

同僚 の 先生か ら学 ぶ 。 学校外の 研修会で 同 じテ ーマ の もと学ぶ

仲間、医療関係者 と の 出会い 。 指導法や 医療関係者の 視点 に つ

い て必死 に吸収する 。

F教師　 第 2 期 13〜22年 ：特別支援学校

（知的障害）
知的障害の ある子 どもの 指導を通 して 、子 どもの 生活、意欲や

関心 、 将来を考え る視点を意識 ・蓄積す る 。

第 3期 B 年〜
現在 ：教育セ ン ター ・　 小学部主事 に 就任 。 子 どもの 成長や変化 の 見通 し を学部 と して

特別支援学校 （肢体不自由）　 学校 と して い か に共有する とよ い の か 、考え る 日 々 。
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　現 状 を反 映 した もの と捉 え る根 拠 と して 、

「個別の教育支援計画や個別の指導計画の 作成

に おい て 1 年後 と 3 年後の 子 どもの 姿を描 くこ

とが基本 に ある こ と」 を 3 人が共通 して あげ 、

加えて 「学部の 区切 り」「子 どもの 発達 の 区切

り」 「障害者 の 福祉施策の 不透 明さ」 をあげた 。

　展 望 の 期 間に つ い て は、「個 々 の 教 師 の 描 く

見通 しが授業に もそ の 他の 職務遂行に も大 き く

影響 して い る」懸念 をF教師が語 り、 D 教 師は

「少な くとも在学中に つ い て は 子 どもの 成長や

変化 を見通す こ と」「高等部卒業後に つ い て も、

卒業後 1年 目だ けで な くよ り長期に、具体的 に

把握する こ と」が 必 要 と語っ た。

　そ こ で 、 よ り長期的 な展望 を描 くこ と の で き

る教 師が い て も、

一人の 子 どもの 指導を担 当す

る期間は限 られ る現状 にお い て、今後、組織と

して どの よ うに対処 した ら よい と考えるか、改

善策に つ い て尋ねた 。

　E教師は改善策の
一・

つ に 「教師間で共有す る

視点 と して の 実態把握チ ェ ッ ク リス ト」をあげ

た 。 個 々 の子 どもの 実態 に応 じた指導 目標 を設

定 す る 力が 備 わ っ て い な い 段 階の 教 師に と っ

て、把握 した実態 をもとに次 の 目標 を考 える材

料の提供 とな る と捉えて い た 。 また 、 目標設定

におい て助言者 と して の 役割 を担 う 「自立 活動

専任教師の専門性を生かす校内体制」をあげた 。

　 「個 々 の 子 ど もの 指導目標、指導内容をチ ー

ム で 確 認 し評価す る こ と」 （E教 師）を前提 と

しなが ら、D 教 師は 「担 任期 間」の 複 数年化、

「指導期 間」 の 長期化 （2学期制） をあげ、さ

らに個々 の教師の力量形成や学校 と して の 共通

理解を図る た め の 校内研修の 工 夫に つ い て も触

Table　3　昨年度 の調査結果の解釈 と今後の 改善策

D 教師 E 教師 F 教師

・見通 しの平均が 3 ， 4 年で あ る
・
学年の 区切 り、学部 の 区切 り、 ・基 本的 に 担任 の 期 間は 1年ご と

こ と に つ い て は、個別の 教育支援 個別の 指導計画や個別 の 教育支援 が区切 りで 、長 くて 2〜4年 とい う
計画 と個別 の 指導計画、ともに 3 計画との 関係か ら 3 ， 4 年と い う 引継 ぎの 流れ も背景 にある の で は

に
一

よ木
る ・

調安
査藤

結（
果 2
の 0
解 1

釈9

年 をス パ ン に 立案する こ とが背景
にあると思 う。

・小学部段階は成長 ・発達が著 し
い の で 見通 し を描 きに くい と言 わ

れ る こ とが ある が 、せ め て在学中
は見通せ るように な る とい い と思

う。

・高等部 で は進路先 を視野 に卒後
を考える機会が多い が、よ り長期

結果に なっ て い る の で は な い か 。

・将来の 生活 の 見通 しにつ い て は、
障害者 の 福祉施策の不透明 さも見
通 しの 描 きに くさに影響 して い る

と思 う。

ない か 。 子 どもの 発達 の 区切 り、
個別の指導計画を作成する際に意
識する学部の 節 目も影響 して い る
と思 う。

・個 々 人 の 描 く見通 しが、授業に

もそ の 他の 職務 遂行 にも大 きく影

響 し て い る と思 う。 同 じ授業 を担
当す る教師間 で 、見通 しの 共通理

解を もと に 指導に あ た れ て い る か
とい うとわ か ら な い 、自信は な い 。

の ス パ ン で 卒業後の 生 活 を具体 的
に描 き、 保護者と共に に 、 今で き
る こ とを考えて い くこ とを浸透 さ
せ る こ とが必要か と思 う。

・指導体制に つ い て は、現在、同 ・個 々 の 于 どもの指導目標 、 指導 ・管理職 の 個別 の 指導計画へ の 目
じ子 どもを担当す る期 間は 1年が 内容 をチ

ー
ム で確認 し評価する こ の 通 し方。専門性に 基 づ く見通し

基本 と な っ て い る が 、 2 年 くらい と 観 をもつ こ と、そ の 視点か ら適切
を基本として もよい の で はない か。 なチ ェ ッ ク を入れ る力が管理職に

・自立活動専任 の 専 門性 を生かす は求 め られ る。
今 ・評価に つ い て は、 2 学期制も検 こ と

後 討 して は どうか。 ・見 通 しを共有するケース 会 の 持
の ・教師間で 共有する視点と して の ち方
改 ・教 師の指導の 方向性を共有 し系 実態把握チ ェ ッ ク リス ト

善 統的な指導を保障するため の 教育 ・見通しを描 く前提 として個 々 の

策 課程 の 検討が重要 ・学校教育期 間 に 最低指導す る 内 教 師に求め られ る子 ど もの 発達 や

容 の 整理 障害に 関す る 基礎的な知識の 理解、
・校内研修の 工 夫が重要 （実施時 習得 とそれ らを補強す る校 内研修
期 や 回数、研修 の 目的 に 応 じた対 の 工 夫
象者 の 絞 り込み等）

・引継 の 充実 と教育課程 の 検討
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重 度
・重 複障害教育担当教師の 描く指導の 展 望の 背景 と 日 々 の 職 務へ の 影 響

れた 。

　 F教師は 「個 々 の 子 ど もの 現在の 課題や 成長

を共有す る こ とに主眼が置かれがち」 な現在の

ケ
ース 会 を 「お互 い の 見通 しを確か め、共有す

る」ケ
ー

ス 会 とする こ と、また そ の 前提 として

各教師が 「子 ども の 発達や障害に 関す る基 礎的

な知識」 を習得す るこ とをあげた 。

　 そ して 特別支援学校の 教育力 が問わ れ て い る

と の 現状認識 に 立 つ 3 人が共通 して あげた改善

へ の取組が 、教育課程 の 検討で あ っ た 。 自校 の

め ざす子 ども像を担当する子どもに具現化 し指

導の 方向性 を共有す る こ と 、 公教育 と して 卒業

まで に指導する内容 を整理 し 、 指導の 系統性 と

バ ラ ン ス を担保する こ と、それ らを保護者や 外

部専門家 へ の 説明に生 か す こ との 重要性が強調

さ れ た 。

V ．考　察

　 1．各教師の展望の背景と職務に及ぼす影響

　 こ こ で はHuberman （1989）が示 す 「教職の

ライ フ サ イク ル における連続的 な発達課題 に つ

い て の モ デ ル 」 （Fig．1） に照 ら しなが ら、各時

期の 教師が 回答した指導の 展望の 背景 （困難や

不 安） と職 務に 及ぼ す影響 に つ い て 考察 を行

う。

　新任期 （1〜3年 目）の A教師 とB教 師は、担

当す る子 どもの 「自立」 とは何か を掴 み きれ ず

に 、 1 年間の 指導 の 展 望 を具体 的に描 くこ とが

で きない 中、指導目標 の 設定 自体 に 自信 を持て

ない 状況にあ っ た 。 そ の結果 、 授業へ の 不安や

迷 い 、 子 ど もに迷惑をか けて し まうとの 思 い を

抱 い て い た 。 受け持つ 子 どもの 指導に教師 とし

て の 責任感 と不安 を強 く感 じなが ら、次の 指導

の 手が か りをつ か もうと 、 自立 活動専任教師は

じめ 身近 な先輩教師 に 必死 に学ぶ 姿が あ っ た 。

ま さに Huberman （1989）が指摘す る 「生 き残

り」 と 「発見」の 時期で ある 。

　 「安定」の 時期 （4 〜 6年目） に あたるC教

師 は 、 高等部卒業後の 進路先に つ い て具体的に

把握す る こ とが で きる よ うになる
一
方で、卒業

後の 生活に向けて 、 教科 とは異な る 自立 活動 の

指導を通 して子 どもに育む力を具体化する こ と

に 自信 を持て ず 、 A 教 師 、
　 B教 師同様の 不安 や

迷 い を抱 えて い た 。 Huberman （1989）に よれ

ば、こ の 時期 は 「職場で の 責任感を感じる」 と

ともに、「教育実践の 知識が 安定」 し、「新た な

挑戦 へ の 意識」が芽生 え る時期 とされ る 。 しか

し、 校務分掌で責任 ある仕事を任 されるC 教師

の 語 りに 「安定」の 実感は見 られ なか っ た 。

　 中堅期 （7 〜18年）の D 教 師とE 教 師は、こ

れまで指導 して きた子 どもの 姿か ら、指導の 方

向性や設定 した 目標に つ い て
一定の 自信 を抱 く

点で 、 新任 期及 び 「安定」の 時期の 教師 3 名と

異 な っ て い た 。 その 上 で 、 D教 師は 、 日々 の 体

調に 配慮 を要す る子 どもに臨機応変 な対応 を図

る中、設定し た 目標を学期 中に達成する こ とが

で きるだろ うか との 不 安 を、E教師 は、限 られ

た学校教育期聞 に各学部段階で ね らうべ き力を

育む ため の 指導内容の 取捨選択、見極め に慎重

さが 求め られる こ とへ の 緊張感 を抱い て い た 。

また現状 に対 して、子 ど もの 実態 に即 し た指導

期間、評価時期の 検討や教師間で の 協議の 重要

性を述べ る な ど、自身の 不安 を規定する 要因を

子 ど もの 実態と結びつ けて捉 え、 学校組織を視

野に解 決策 を描 い て い た 。

　一方 、 摂食指導 の 力量形成 を学校組織にお け

る 自身の 役割 と捉 え研 修に 励む E 教師に 対 し、

研究主任 と して 全校研究の 舵取 りを担う立場に

ある D 教師は 、 経験年数で 期待 され る指導力の

蓄積不足 を補 うため の 時 間の 確保 を切実 な思い

で 課題 に挙げて い た 。 同 じ中堅期 に ある とは言

え 、 D 教 師の 経験年数はE 教師の 約半分の 期間

で ある 。 C 教師 と同様に校務分掌で重要な役割

を任 され職場で の 責任感 に つ い て は Huberman

（1989）の モ デ ル をた ど る が 、 教育実践の 知識

の 「安定」 につ い て は時期を同 じくして 実感す

る こ とは 困難な実態 が推 察 され る 。 こ こ に 、

個 々 の 子 どもの 実態に応 じて 指導内容 を設定す

る 自立 活動の 指導につ い て教師が抱 く、 教科指

導と異 なる難 しさがある 。

　教師が経験 を積む中で 実践 的知識 を蓄え、 実

践的思 考様式 （佐藤 ら ，
1990） を修得 し て い く
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こ とは重要で ある 。 しか し、個 々 の 子 どもの 実

態に よ り教育実践の 中身が異なる 自立活動の指

導にお い て 、指導の 繰 り返 しや 経験 の 積み重 ね

に委ね るだ けで は、人事異動の 影響を含め、そ

の 修得は期待し に くい 。指導体制や 教師の 力量

形成等の 課題 をふ まえた学校組織 と して の 改善

策が求め られる 。

　そ こ で今後 の 改善策に つ い て 検討する前に、

まず、特別支援学校の 中堅期 、 熟練期の 教師が

現在の 展望 を描 くに至 る プ ロ セ ス に つ い て 見て

い くこ とにする。

　 2．中堅期以降の教師 が現在の 展望 を描 くに

　　至 るプロ セ ス

　そ れぞ れ が教師生活の ス タ
ー

ト時点にお い て

は、障害の ある子 どもの 教育や 自立 活動の 指導

に 関する不安 ・悩 み に 直面す る 中で 、 3 人に共

通す る契機 に 、 「人 との 出会 い 」 と 「重要 な役

割の 委譲」が あげ られ た 。

　 3 人の 教師は 、 それぞれ無我夢中の 新任期に

知識の 吸収 に 励み 、「疑問を抱 く」「人 と出会う」

「人 に学ぶ 」 プ ロ セ ス を経 て い る 。 D 教 師は 、

最初 に赴任 した特別支援学校 （知的障害）の 先

輩 と、そ の 後の 特別支援学校 （肢体不 自由）の

自立 活動専任教 師 と の 出会い が 、 E 教師 は 、 歯

科医師の 話を咀 嚼 して 理解す る手助 けとな っ た

自立活動専任教 師 と の 出会 い が 、F教師は、学

校外の 研修で と もに学ぶ 仲間や 先輩教師、子ど

もの 訓練 を担当する 医療関係者 との 出会い が 、

専門性を高め る必 要性の 自覚や 自立 活動 の 指導

を中核 とす る 日々 の 実践の 追究 を図る契機 とな

っ て い た。

　 3 人に共通する出会 い に 、 自立活動専任教師

の 存在があ る 。 自立活動専任教師は、現在新任

期 に ある A 教 師 とB教 師に と っ て 日 々 の 指導を

考える際の 拠 り所と して の 大 きな存在とな っ て

い る 。 C教師に と っ て も自己評価 と 自身の 補強

点 を確認する 指標 と し て 存在 し て い る 。 加来

（2010）が 、 新任教師の 専 門性 育成 をサ ポ
ー

ト

する役割を 自立活動専任教師が 果たす こ と の 重

要性 を述 べ て い る よ うに 、 自立活動 の 指導に つ

い て 尋ね る こ と の で きる 教師が 身近 に 存在する

こ とは特別支援学校の 教師の 成長 に不可欠で あ

り、学校組織 としてその 役割を果 たす教 師の 専

門性を担保 ・継承す る上 で も組織へ の 明確な位

置づ けが重要 となる 。

　 「重要 な役割の 委譲」に つ い て は、小 山 ・
河

野 （1990）が 「中堅後期 （11〜20年目）で は重

要 な役割の 委譲」が教師の 成長 を促進する ため

の 大 きな 契機 とな る と指摘 して い る 。D 教師に

と っ て は研 究主任 、 E教師に と っ て は摂食指導

担 当、F教師に と っ て は小学部主事へ の 就任が 、

障害の ある子 ど もの 成長や変化 を捉 える自身 の

視点や見通 しの 改善を自覚する契機とな り、ま

た組織力を生 か した課題解決を 図る立脚点とな

っ て い た 。

　学校組織で は 、 新任期 を終える と次第に責任

ある校務分掌 を任 され る 。 中堅期 になればより

重要 な役割 を担 い 、学校全体の 日 々 の 指導や 組

織 の 改善、学校運 営に中心 的な立 場で 携わ る こ

とが 求め られ る 、 長期 的な視点で捉えた個々 の

子 どもの 成長や変化の 具体像は、教育課程編成

や学校研 究の 企画立案、外部専門家と の 連携構

築等、学校全体 の 舵取 りを判断する 際の 重 要な

根拠 となる。熟練期の F教師 は 、 個 別の 指導計

画の マ ネ ジメ ン トの 仕組み を整 え、教 師へ の 適

切 な助言や教師間の 指導 の 見通 しの 共有に つ な

げる こ とを 、 管理職 を務め る 自身の 課題 と捉え

て い た 。 「重要 な役 割の 委譲 」の 前段 階に位置

す る新任期及 び 「安定」 の 時期に ある教師が 、

具体的な事例 を通 して子 ど もの 成長 と変化 を在

学期 間を通 じて把握 し 、 その 成長や変化 を卒業

後 の 生活との つ なが りで 捉 える 視点 を修得する

こ とが重要 と考える。

　 3．今後の課題及び改善策

　今回の イ ン タ ビ ュ
ーで 寄せ られた今後の 課題

及び改善策は多岐に渡 っ て い た 。 そ こで、カ リ

キ ュ ラ ム マ ネ ジメ ン トの 構造 （Fig．　2）に照 ら

し、整理す る こ ととす る 。

　 「組織構造 」 の 課題及 び改善策 と して 、 「校

務分掌等 の 仕事の 精選 」、「自立 活動専任教師の

校内組織へ の 位置づ け」、 緩 やかな成長 の 道 を

歩む子 ど もの 実態に即 した 「担任の 期 間や配置」
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田村 （2005）をもと に作成

Fig．2　カ リキ ュ ラ ム マ ネジ メ ン トの 構造

や 「指導期間及び評価 の 時期」の 見直 しが位置

づ け られ る だろ う。 「見通 しを共有す るケース

会」や 「校内研修の 持ち方の 工 夫」は、「カ リ

キ ュ ラ ム （教育内容 ・方法）の P − D − S」 に位

置つ くと同時に 、 各教 師が 同僚性 （Little，1982）

を基調 に協働す る 「学校文化」を培 う機能もあ

わせ もつ 。そ して 、「指導 内容 の 整理」、 「教育

課程 の 検討」が 「カ リキ ュ ラ ム （教育 内容 ・方

法） の P − D − S」 に位置つ く。

　先 に F教師が あげた 「個別 の 指導計画 の マ ネ

ジ メ ン ト」 を整 え機能させ る た め に は 、 「管理

職の 専 門性」 と同時に、校 内体制に 明確に位置

づ けられ た 「自立活動専任 の 専門性を生かすこ

と」 （E教師）が 鍵 となる 。 学習指導要領に教

科の ような具体的な 目標、内容が示 され て い な

い 自立 活動 の 指導の質を学校 として担保 し、そ

の 向上 を図る ため に は、個 々 人が 蓄えた 自立活

動の 指導 に関す る実践的知識 を よ り意識 的に組

織全体 へ 還元す る仕組み が必 要 と な る 。 そ の 点

で、新人教 師 もベ テ ラ ン教師も、肢体不 自由教

育経験 の 深浅 を問わず 「子 どもの 成長の 見通 し

を共有する ケ
ース 会の 持 ち方」 （F教師）や 、 そ

の 前提 として必 要となる 知識習得の促進、学校

教育期間を通 じて 育む力 の 共有等 の 目的に 応 じ

た 「校 内研修の 工 夫」（D 教師 ， F教師）が非常

に重要 となる 。 校 内研修に つ い て は、小 山 ・河

野 （1988） も教師の 成長の 支援方策として、そ

の 意義を指摘 して い る 。

　こ れ ら 「組織構造」や 「学校文化」に 位置つ

く改善策を講 じ、教師 の 成長 を支援す る こ と と

あわせ て 、公教育 を担 う自校の 役割の 共通認識

と して の 教 育課程の 検討、「カ リキ ュ ラ ム （教

育内容 ・方法） の P − D − S」が求め られ る 。

　個 々 の 子 どもの 実態に応 じて必要な指導内容

を各教師が設定する 自立活動の 指導を主 とする

教育課程で は、教科 に よる指導に比 して個 々 の

子 ど もの 評価を学校教育の 総体 として捉 えに く

い 事情が ある。弾力的な教育課程編成 を可能 と

す る 「重複 障害者等の 教育課程に関する取扱 い 」

を適用する こ と の 、明確な根拠や積極的な意図

を説 明で きる 学校は 多 くな い か も しれ な い 。

「意図 した カ リキ ュ ラ ム （lntended　Cmriculum ）」
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（田中 ら， 2007） の 「意図」 を教 師 自身が 十分

に捉えきれ ない まま、日々 の 指導を重ね ざるを

得ない 状況が 、 個 々 の 子 どもの 実態把握 と目標

設定 に不安 を抱えなが ら授業に 向か う教師の 姿

とな っ て顕 在化され て い る の で はな い か 。

　個 々 の 実態に応 じた指導を可 能とする 自立活

動の 指導は、障害の あ る子 ど もの 学 び に と っ て

要 とな る学習領域 で あ る 。 個 々 の 実態に応 じる

こ とを前提 とした上で 、 公教育 として指導する

内容 を吟味 し、そ の 総体 として の 教育課程を明

示する こ とが 、対外的な使命で あるだ けで なく、

様々 な教職歴 の 教 師が 子 ど もの 成長の 展望 を共

有し指導に従事するた め の 条件 整備 として重要

不可欠 となる 。 どの よ うな実態の子 どもた ちに、

何 をめ ざ し 、 どの よ うな力を育ん で きた の か 、

これ まで の 教育実績の 総括 と 、 その 総括 に基づ

く今後の 教 育活動 の 土 台づ く りが 求 め られ る 。

今 回、「個 別の 教育支援計画、個別の 指導計画

を作成時 に見通す期間が見通 しの 期 間に反映 さ

れ て い る の で は ない か」 と捉 えた 3名の 教 師の

語 りがあっ た 。 今後の 教育課程を検討する上 で 、

教師の 描 く指導の 展望 の 期間を節 目と して 教育

内容 を整理 して い くこ とも重要な視点となる だ

ろ う。

　最後 に、本研 究で は障害児教 育経験年数 の 異

なる 6名の 教師を対象 に 、 指導の 展望の 背景 と

日 々 の 職務へ の 影響 の 実態を把 握 し、教 師の 成

長 とカ リキ ュ ラ ム マ ネジ メ ン トの 枠組み に照 ら

して 今後の 課題 に つ い て述べ た 。 しか し、限 ら

れた対象者で あ り、講師経験 の有無や性別、所

属校の 組織体制や 規模等に よる影響 に つ い て 十

分 な検討を行うこ と 、 また語 りの 解釈 を複数で

行い 客観性を高め る こ とが必要で ある こ とを課

題 として付記す る 。
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Influence of  the prospect for teaching and  difficulties or  uneasiness  about  classroom  lessons

      on  daily work  of  teachers for children  with  profound and  multiple  disabi]ities

Kaoru  ICHIKI'  and  Takao  AIYDOU"

  The  purpose of  this study  was  to examine  the influence of  the prospect for teaching  and  difficulties

or  uneasiness  about  classroom  lessons on  daily work  of  teachers for children  with  profound and  multi-

ple disabilities, Teachers with  different years experience  ofteaching  children  were  interviewed about

making  individual education  plan, meeting  with  parents and  the prospect for teaching and  difficulties

or  uneasiness  etc. The results indicated that teachers  of  novice  period (under 3 years experience)  and

stable  period (4-6 years) had difficulties or  uneasiness  about  work  inclucling classroom  lessons,

because they were  not  convinced  that setting targets in lessons were  suitable  for children.  Teachers of

senior  period (7-18 years) and  skilled period (over 19 years) had confidence  in setting targets. But they

had wonied  about  selecting  learning contents  in limited school  years to graduation and  straggled  to

improve working  system  in schools,  Based on  the result,  the fbllowing were  discussed: (1) issues of

structure of  school  organization  in future issue ofschool  in terms  of  cuniculum  management.  (2) there

were  necessity  to let staff training  in the school  fi11 up  to cultivate school  culture  that encourage

professional development of  teachers and  collaborative  schoor  culture  based on  collegiality, and  (3) it

was  necessary  to select  learning contents  in limited school  years to graduation.

Key words:  teachers  for children  with  profound and  multiple  disabilities, prospect for teaching,

         teacher's difficulties or  uneasiness  about  teaching, curriculum  management
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